
 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭科応援団 

ミシンボラ大活躍！ 
 

 

～ボランティアであなたもわたしも笑顔に！～ 

 普代村学校と地域の協働推進事業 
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～小学校編～ 

 

始めと終わりは 

返し縫いね！ 

 １０月～12 月の家庭科に心強い地域ボランティアの方が来て下さ

いました。５，６年生のミシンの授業でした。６年生はエプロンを、５年

生はナップサックをそれぞれ作りました。直線縫いがほとんどです

が、ちょっと困ったときはボランティアの方に聞きながら進めていま

した。皆さんは返し縫いやポケットを付けるところなどで迷っている

子どもに、優しく教えてくださいます。おかげ様ですいすいと作業は

進み、あっという間にみんなの作品ができあがりました。お忙しい

中、ご協力くださりありがとうございました。（参加延べ人数 10 名） 

 

特
製
の
釜
で
一
時
間 

か
け
て
炭
お
こ
し
… 

「
火
の
具
合
は
な
ど
？
」 

手にホッカホカのおいもを

持ってみんなにっこり！ 

 小学１年生が学級園で収穫したサツマイモを焼き芋にしたいということで、11／11（水）旭日区老人ク

ラブの方（5 名）にお願いして、ドラム缶を改造した特製の釜を使って石焼き芋を作りました。皆さんは

前日から釜の設置をし、当日も子どもたちのためにと朝早くから火おこしをしてくださいました。時間が

経つにつれて、芋の焼けてるいいにおいが…。ホクホクのとっても美味しい石焼き芋ができあがりました！

早速みんなで焼きたてをいただきました。天気もよく外で食べる芋の味は格別です。きっと子どもたちに

とって忘れられない秋の思い出になったと思います。最後に子どもたちから、旭日区の老人クラブの皆さ

んに元気の良いあいさつと、思いがけないお礼の手紙が渡されると、皆さんはとても感激しているようで

した。お互いを思い合う優しさがいっぱいの石焼きいもパーティーでした。 

 ☆右上の写真/1 年生が旭日区老人クラブの方にプレゼントしたサツマイモのツルで作ったクリスマスリースです！☆ 

ここのところを 

教えてください 


